
　
阿
久
比
町
第
六
次
総
合
計

画
の
策
定

　
　
平
成
32
年
に
第
五
次
総

合
計
画
が
終
了
し
、
続
く
第

六
次
総
合
計
画
の
中
に
お
い

て
も
本
町
の
発
展
推
進
を
計

画
す
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
な
計
画
を
推
進
し
て
い
く

予
定
な
の
か
。

　
　

地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
、
総
合
計
画
の
法
的
な

策
定
義
務
は
な
く
な
っ
た
が
、

第
５
次
総
合
計
画
の
計
画
期

間
終
了
後
の
平
成
33
年
以
降

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
必

要
が
あ
る
。

　

長
期
計
画
の
策
定
に
は
、

幅
広
く
町
民
の
意
見
を
聴
取

し
て
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

　

平
成
31
年
度
以
降
に
意
見

聴
取
を
実
施
す
る
予
定
な
の

で
、
現
時
点
で
展
望
を
明
確

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

町
政
を
取
り
巻
く
課
題
を

分
析
し
、
町
民
の
意
見
を
考

慮
し
た
上
で
、
第
６
次
総
合

計
画
を
策
定
す
る
か
ど
う
か

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

第６次総合計画の展望
31年度以降に意見徴収を実施

　
本
町
に
お
い
て
、
市
街
化

区
域
の
占
め
る
割
合
は
全
体

の
18
％
程
度
で
あ
る
。

　
本
町
の
今
後
の
発
展
を
見

込
め
ば
市
街
化
率
を
30
％
程

度
に
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
良

好
な
都
市
計
画
は
望
め
な
い
。

　
名
鉄
阿
久
比
駅
周
辺
は
ま

だ
調
整
区
域
が
多
く
本
町
の

中
心
を
占
め
る
重
要
地
域
に

市
街
化
区
域
が
少
な
い
。

　
今
後
の
市
街
化
率
変
更
、

土
地
の
活
性
化
を
問
う
。

　
　
県
の
示
す
市
街
化
調
整

区
域
内
で
の
工
場
等
の
立
地

基
準
を
踏
ま
え
た
本
町
で
の

工
場
誘
致
の
可
能
性
。

　
　

都
市
計
画
法
第
34
条
第

１
項
第
14
号
に
お
い
て
、
愛

知
県
知
事
が
開
発
審
査
会
の

議
を
経
て
、
開
発
区
域
の
周

辺
に
お
け
る
市
街
化
を
促
進

す
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ

市
街
化
区
域
に
お
い
て
行
う

こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認

め
ら
れ
る
開
発
行
為
で
、
愛

知
県
開
発
審
査
会
基
準
第
11

号
の
地
域
振
興
を
図
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
し
て
立
地
す

る
工
場
で
あ
り
自
己
の
業
務

用
の
も
の
で
、
第
１
項
又
は

第
２
項
に
該
当
し
、
か
つ
第

３
項
か
ら
第
６
項
ま
で
に
該

当
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
企

業
立
地
は
可
能
で
あ
る
。

　

同
第
２
項
で
は
「
市
町
村

の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
」
に
お
い
て
、
工

業
と
し
て
の
土
地
利
用
を
図

る
べ
き
地
区
と
し
て
明
示
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今

後
、
総
合
計
画
や
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
時

に
町
の
土
地
利
用
計
画
を
検

討
し
て
い
く
。

市
街
化
調
整
区
域
の
活
性
化

土
地
利
用
計
画
を
検
討

庁舎４階傍聴ロビーから阿久比駅方面を眺む

澤田 道孝  議員
(佐和の会)

問

答
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